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富山県臨床工学技士会 会長　森田　猛
平成 17 年度、多数の新入会員を迎えて

　先月開催されました第

25回臨床工学研修会に

は、既会員に加えて多

数の新入会員の皆様に

もご参加頂き、誠にあり

がとうございました。

　さて、平成17年度、富

山県内の医療機関では

これまでにない多数の臨

床工学技士が採用さ れました。他県においても同様に

多くの新人技士の採用が進んでいると聞きます。昭和

63年 に最初の臨床工学技士が誕生して以来17年、

ようやく私たちの業務が認知されはじめてきたのではな

いでしょうか。特に最近は公的医療機関での採用が

目立っています。当会の調べでは平成18年度も更に

多くの採用予定があるようです。また既に臨床工学技

士を採用している 医療機関でも追加の採用が始まって

います。

　確かに病院機能評価の認定のための必要性と言うこ

ともあるでしょうが、これからは外部の評価のためという

ことだけでなく、これまでの臨床業務を始め、医療機

器の安全管理を通じての本当の意味での臨床工学技

士の存在価値が試される時代がきたのではないかと思

います。

　当初、前号のニュース(21号)において新入会された

皆様の紹介を行う予定でしたが、間に合いませんでし

た。しかし新入会者がとても多く、理事会において臨
時でもいいから早急に ニュースで皆さんを紹介した方が

いいという意見が多く本号の発行となりました。

　本号に紹介させていただいた皆さんは、出身は県内

だけでなく県外の方も多く、また養成校新卒の方の他

に既に大都市での勤務経験があり、地元富山県にＵ

ターンされた方もおられ 、様々な経歴の方がいらっしゃ

います。

　これから技士会活動、また他の学術活動などを通じて

情報を交換し、日々の業務に生かして行かれることを

期待します。富山県そして日本の医療向上のためにが

んばっていきましょう。心からエールを送ります。技士

会活動が少しでも皆さんのお役に立てば幸いです。今

後の皆さんのご活躍を心より祈念致します。
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事務局施設名称変更のお知らせ

　平成１７年10月１日より富山県臨床工学技士会事務

局の所在する施設名称が、富山県内国立大学（旧富

山医科薬科大学，旧富山大学，旧高岡短期大学）の

再編統合により，新しく富山大学附属病院 （とやま

だいがく  ふぞくびょういん）になりましたのでお知らせ

致します。

　なお、会則につきましては、所在地で規定(第2条)

していますので変更がないことを申し添えます。




